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第8回 受講生と私からの感謝コメント

龍谷大学文学部真宗学科教授 鍋島 直樹



 上杉智英（ともふさ）さんは、龍谷大学文学部真宗学科を卒
業し、大学院文学研究科真宗学専攻文学修士を取得。「『集
諸経礼懺儀』の文献学的研究」により文学博士を取得した。

 上杉さんは文学部真宗学科の在学時に、三帖和讃について
の鍋島の講義を受講してくれた。

 私は親鸞聖人の和讃をみせて、受講生に尋ねた。「なぜ二
行目から一字さがっていますか」と。皆は沈黙した。それで
「親鸞聖人は歌がとっても好きだった。その証が七五調の書
き方なのです。この様式を何と呼びますか？」と私は尋ねた。
すると、上杉さんが「今様です」とこたえてくれた。私は上杉さ
んをほめたたえた。

 上杉さんは、2023年春、京都国立博物館主任研究員として
親鸞展を開催した。彼の計り知れない努力に敬服する。上杉
さんは、多くの展示物の最後に何を展示するかを悩んだ。桜
の屏風で終わってはならない。そうだ！親鸞聖人が最も大切
にしていたものを最後に展示しよう。親鸞聖人が後世に伝え
たかったもの、それが親鸞直筆の「南無阿弥陀佛」だった。
私はこの上杉さんの展示に取り組む姿勢を心から誇りに思う。
親鸞聖人だったら、きっとそうなさったに違いない。

 南無阿弥陀仏は、私の力量を頼りにして、思い計らって称え
る念仏ではない。雑行をすてて、すべてを弥陀に任せる念仏
である。どうしようも私をたすけようと思ってくださる弥陀の本
願である。南無阿弥陀仏は、阿弥陀如来が「私にまかせて、
あなたを必ず救う」とあなたによびかける「声なき声」である。

https://itgakko.com/tokubetujugyou/imayou75.html
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ブリスバーおいしいよ(^▽^)
受講生のあなたの感想に
上杉さんはとっても喜んでいました
「勇気づけられた」って。



 https://youtu.be/KBpP9c22Hqk?si=iPZ8lw6lCaMr8Psk

 上杉智英ともふささんの「史上最大の親鸞展」の記者会見をみたいひとは、

 上のYOUTUBEをどうか見てください！

 京都国立博物館様 そして、上杉智英さん、私も何度も見ましたよ～。

 心から感謝を込めて 鍋島直樹

https://youtu.be/KBpP9c22Hqk?si=iPZ8lw6lCaMr8Psk
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